
 
記入例 事業の完了後30日以内に提出してください。 

 

 
                             令和  年  月  日 

 

社会福祉法人埼玉県社会福祉協議会  会長 様 

 

 

 

                    所 在 地 さいたま市浦和区針ヶ谷4-2-65 

 

                    団体の名称 ふれあい会 

 

                    代表者氏名 埼玉 太郎 

                     

                    連絡担当者 浦和 花子 

 

                    TEL    ０４８－×××-××× 

 

                    E-mail   vc＠hureai.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふれあいの詩基金助成事業実施要領第９条の規定により、関係書類を添えて、下記のと

おり報告します。 

 

 

                     記 

 

   １ 助成事業名  ふれあいフェスタ 

 

 

   ２ 事業の成果   

（１）別紙２「助成事業経費報告書」及び別紙３「実施レポート」のとおり 

（２）添付書類 領収書（写し可）  

（３）その他  当日資料、助成事業の写真、印刷物等 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式第３号 

 令和６年度 ふれあいの詩基金助成事業実績報告書 

助成金交付決定通知書の助成事業名を

御確認の上、相違のないように御記入

ください。 



 
記入例 事業の完了後30日以内に提出してください。 

別紙２ 

令和６年度ふれあいの詩基金助成事業経費報告書 

 

【収 入】 

収入科目 金額 

①ふれあいの詩基金           100,000円 

②会の支出           40,000円 

③市町村社協助成金           10,000円 

④ 
           円 

⑤            円 

合計          150,000円 

 

【支 出】 

支出科目 金額 備考 

①椅子テーブル            40,000円  

②テント            75,000円  

③会場費            10,000円  

④消耗品費            5,000円  

⑤チラシ印刷費           19,000円  

⑥コピー用紙、封筒等            1,000円  

⑦            円 
 

⑧            円  

⑨            円  

⑩            円  

合計           150,000円  

 

 

 

 

 

 

収入合計と支出合計が一致する

ように御記入ください。 

☆ご注意ください！！☆ 

 ふれあいの詩基金助成金を使って

支出できない経費は以下の通りで

す。 

1）食料費 

2）宿泊費 

3）団体、グループ内の運営経費 

4）人件費または人件費とみなされ 

るもの   

 



 
記入例 事業の完了後30日以内に提出してください。 

別紙３ 

 

令和６年度ふれあいの詩基金助成事業 実施レポート 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★写真の大きさや数は自由です（構成も自由です）。 

         ★当センターＨＰに公開する場合がありますので、写真については掲載の 

許可をいただいてください。 

１ 団体名 ふれあい会 

２ 居場所等の名称  

３ 実施場所 △△公園〇〇広場 

４ 活動年月日 令和６年９月５日 

５ 内容 
障害者施設による販売コーナー、ステージ発表等のアト

ラクションを設けたイベント 

６ 参加人数 
・参加者    100 名   ・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ     20 名 

・団体ﾒﾝﾊﾞｰ    25 名   ・その他         名 

７ HP アドレス等 https://www.〇〇〇〇 

８ 活動の様子 

 

居場所づくり活動以外の事業

の場合は記入不要です。 

写 真 

 

 

  

コメント、感想等 

 

 

 

コメント、感想等 写 真 

毎年好評だったイベントを、昨年度はコロナの影響で中止しました

が、今年度は、助成金を活用し感染症対策を行うことで開催するこ

とが出来ました。地域の皆さまと交流することで、障害理解の促進

を図ることが出来ました。次年度も、実施したいと考えています。 


